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平成 28 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 27 年５月 12 日に公表した平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 27 年４月１

日～平成 27 年９月 30 日）の業績予想と実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年３月期（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31

日）の業績予想（連結・個別）について、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 

１. 平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前 回 予 想 （Ａ） 

百万円

4,237 

百万円

14 

百万円

43 

百万円 

13  

円 銭

0.94 

実  績  値  （Ｂ ）  4,026 △43 36 11  0.82 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △211 △58 △7 △1  － 

増  減  率  （％ ） △5.0 － △17.1 △12.9  － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平成 27 年３月期第２四半期) 
4,205 47 79 34  2.43

 
２. 平成 28 年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

 

前 回 予 想 （Ａ） 

百万円

8,600 

百万円

66 

百万円

125 

百万円 

65  

円 銭

4.61 

今回修正予想（Ｂ） 8,600 20 105 45  3.20 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  － △46 △20 △20  － 
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増  減  率  （％ ） － △69.9 △15.9 △30.5  － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平 成 27 年 ３月期 ) 
8,470 79 133 62  4.40 

 

３. 平成 28 年３月期第２四半期個別累計期間の業績予想と実績との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

    売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり四半期

純利益 

 

前 回 予 想 （Ａ） 

百万円

4,143 

百万円

44 

百万円 

14  

円 銭

0.99 

実  績  値  （Ｂ ）  3,885 35 11  0.81 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △257 △8 △2  － 

増  減  率  （％ ） △6.2 △19.0 △18.6  － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平成 27 年３月期第２四半期) 
4,153 80 35  2.53

 

４. 平成 28 年３月期通期個別業績予想の修正 

（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

       売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり当期純

利益 

 

前 回 予 想 （Ａ） 

百万円

8,398 

百万円

125 

百万円 

65  

円 銭

4.61 

今回修正予想（Ｂ） 8,398 105 45  3.20 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  － △20 △20  － 

増  減  率  （％ ） － △15.9 △30.5  － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平 成 27 年 ３月期 ) 
8,274 135 64  4.55 

 

５. 業績予想と実績値との差異および通期業績予想の修正の理由 
平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、石油元売会社の再編及び大手特

約店の統廃合が加速したことによるＳＳの仕入控えと、当社主力商品の基本４品（オイルエレメン

ト・ワイパ－ブレ－ド・バッテリ－・洗車機洗剤）の前事業年度末における強化販売の影響により

当事業年度当初より需要に変化を招き売上高が当初予想を下回りました。また、損益につきまして

は上記４品が比較的高利益率商品であることから、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する

四半期純利益に連動する形で当初予想を下回りました。 
個別業績予想の修正につきましても、連結業績予想の修正理由と同様の内容であります。 
 

※業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 
以   上 
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